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市民提案型まちづくり事業補助金市長日誌ほか

 

　
補
助
対
象
と
な
る
経
費
は
、
事
業
実
施

に
必
要
な
経
費
で
、
団
体
の
事
務
局
経
費

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

  

　
市
民
の
福
祉
の
向
上
及
び
利
益
に
つ

な
が
り
、
公
益
上
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
業
で
、
以
下
の
要
件
を
満
た
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

①
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と 

②
北
秋
田
市
の
財
源
に
よ
る
他
の
補
助

　
金
等
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
事
業

　
で
あ
る
こ
と 

③
事
業
の
実
施
計
画
及
び
収
支
計
画
が

　
明
確
で
あ
る
こ
と 

④
平
成
20
年
６
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

　
末
日
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
事
業
で

　
あ
る
こ
と 

  

　
会
員
が
原
則
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ

る
団
体
で
す
。
法
人
会
員
の
場
合
は
１

法
人
・
１
人
で
計
算
し
ま
す
。 

  

　
同
一
事
業
に
つ
い
て
最
大
連
続
３
回

ま
で
補
助
金
交
付
で
き
ま
す
（
単
年
度

補
助
で
す
の
で
、
毎
年
度
審
査
を
実
施

し
ま
す
）。 

  

　
補
助
額
は
１
０
０
万
円
以
内
（
下
限

を
５
万
円
）
と
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の

の
う
ち
最
も
低
い
額
と
し
ま
す
。 

①
１
事
業
当
た
り
、
補
助
対
象
経
費
総

　
額
の
50
％
以
内 

②
補
助
対
象
経
費
の
総
額
か
ら
事
業
収

入
（
入
場
料
、
売
上
金
、
協
賛
金
等
）

を
差
し
引
い
た
額 

  

　
市
民
、
学
識
者
等
で
構
成
す
る
第
三

者
機
関
「
北
秋
田
市
市
民
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
事
業
補
助
金
評
価
市
民
委
員
会
」

で
行
い
ま
す
。 

  

　
応
募
書
類
に
よ
り
審
査
し
、
交
付
の

優
先
順
位
等
を
決
定
し
ま
す
。
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
予
定

で
す
（
開
催
日
は
、
応
募
団
体
に
通
知

し
ま
す
）。 

  

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
９
日
ま
で 

  

　
応
募
す
る
団
体
は
、
締
切
日
ま
で
に

提
出
書
類
を
受
付
窓
口
（
企
画
部
総
合

政
策
課
本
庁
舎
２
階
）
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
提
出
書
類
の
様
式
を
含
む
募
集

要
項
は
、
受
付
窓
口
に
請
求
く
だ
さ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。 

補
助
の
対
象

 

補
助
額 

実
施
す
る
事
業
の
要
件 

審
査
機
関 

審
査
方
法 

　
北
秋
田
市
で
は
、
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
行
政
と
地
域
社
会
及
び
市
民
が
協
働

し
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
補
助
金
は
、
そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、
市
民
団
体
が
自
主
・

自
発
的
に
行
う
、
北
秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
事
業
に
対
し
て
、
事
業
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

補
助
を
受
け
る
団
体
の
要
件 

交
付
回
数
の
限
度 

募
集
受
付
・
相
談
期
間 

申
し
込
み 

問い合わせ 

企画部総合政策課 

　　�６２－６６０６ 

昨年のプレゼンテーションの様子 

昨年度の補助対象事業は以下の７団体です 

あそび体験活動ボランティア「この指と～まれ」 

北欧の杜ウィンターゲーム実行委員会 

コールもりよし合唱団 

まつたけ林業育成会 

女声合唱団る・それいゆ 

今泉自治会 

異人館倶楽部 

団　　体　　名 

あそび体験イベントの開催 

北欧の杜ウィンターゲームの開催 

もりよし合唱祭の開催 

まつたけ祭りの開催 

座布とんコンサートの開催 

スギッチの電飾と菅江真澄の松 

産業遺産旧阿仁鉱山フォーラム 

事 業 内 容  

 

道
路
特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る 

大
会
決
議
を
行
っ
た
総
決
起
集
会 

　
大
館
商
工
会
議
所
ほ
か
大
館
北
秋
、
鹿
角
、
能
代
山
本
地
区
の
商
工
会
連
合
組
織
主
催
の
「
道
路

特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る
総
決
起
大
会
」
が
３
月
９
日
、
関
係
者
や
市
民
な
ど
お
よ
そ
３
０
０
名

が
参
加
し
て
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
地
域
の
経
済
的
発
展
と
生
活
を
守
る
た
め
の
道
路
特
定

財
源
は
欠
か
せ
な
い
と
す
る
意
見
発
表
や
大
会
決
議
の
採
択
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

◇
３
月
１
日
〜
15
日 

市
長
日
誌 

３
日
（
月
）
▽
市
立
合
川
高
等
学
校
卒
業
式
に
出
席
（
合
川

高
校
）
▽
米
内
沢
病
院
用
務
で
秋
田
大
学
附
属

病
院
を
訪
問
（
秋
田
大
学
附
属
病
院
） 

５
日
（
水
）
▽
あ
き
た
バ
イ
オ
燃
料
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
（
交

流
セ
ン
タ
ー
）
▽
第
２
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健

医
療
福
祉
協
議
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

８
日
（
土
）
▽
全
国
植
樹
祭
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
記
念
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
出
席 

（
県
立
北
欧
の
杜
公
園
） 

９
日
（
日
）
▽
道
路
特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る
総
決
起
集

会
に
出
席
（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

11
日
（
火
）
▽
産
声
の
聞
こ
え
る
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
来
市
の
社
民
党
福
島
瑞
穂
党
首
と
意
見
交
換

（
市
役
所
大
会
議
室
）

▽
平
成
20
年
北
秋

田
市
議
会
３
月
定

例
会
一
般
質
問 

　
　
　
　
　（
議
事
堂
） 

12
日
（
水
）
▽
平
成
20
年
北
秋

田
市
議
会
３
月
定

例
会
一
般
質
問 

　
　
　
　
　（
議
事
堂
） 

　
３
月
定
例
会
一
般
質
問
に
て 

答
弁
す
る
岸
部
市
長 

▼ 　  

  

　 　
主
催
者
を
代
表
し
て
大
館
商
工
会
議
所
の
虻
川
東

雄
会
頭
が
「
県
北
地
域
に
と
っ
て
は
財
源
を
確
保
し

た
上
で
の
道
路
整
備
が
不
可
欠
。
地
域
住
民
が
一
致

団
結
し
て
暫
定
課
税
の
維
持
を
求
め
て
行
こ
う
」
と

あ
い
さ
つ
を
行
な
っ
た
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

西
村
哲
男
秋
田
県
副
知
事
、
津
谷
永
光
県
議
会
議
員
、

岸
部
陞
北
秋
田
市
長
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
「
県
勢
発

展
に
道
路
整
備
は
欠
か

せ
な
い
。
地
方
の
道
路

整
備
は
国
で
責
任
を
持

つ
べ
き
」
、
「
日
沿
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
が
ど
う
し
て
も
必
要
」、

「
都
市
整
備
だ
け
の
道
路

で
な
く
地
方
存
続
の
た

め
の
道
路
整
備
が
喫
緊

の
課
題
」
な
ど
と
、
地

方
の
道
路
整
備
政
策
の

推
進
を
国
に
求
め
る
必

要
性
を
述
べ
ま
し
た
。 

   

　
県
北
地
域
の
住
民
か
ら
の
意
見
発
表
で
は
、
鈴
木

正
幸
さ
ん
（
北
秋
田
市
）、
安
保
朗
さ
ん
（
鹿
角
市
）、

鳥
潟
功
さ
ん
（
大
館
市
）、
佐
々
木
美
智
子
さ
ん
（
八

峰
町
）
の
４
人
か
ら
自
治
会
運
営
や
住
民
活
動
、
事

業
経
営
な
ど
の
立
場
か
ら
、
道
路
等
の
整
備
促
進
を

必
要
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
鹿
角
市
で
保
険
関
連
の
事
業
な
ど
を

営
む
安
保
さ
ん
は
、
「
橋
の
老
朽
化
に
予
算
対
応
が

で
き
な
い
実
例
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。
財
源

が
無
く
な
れ
ば
生
活
を
維
持
す
る
だ
け
の
道
路
整
備

さ
え
も
危
う
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ガ
ソ
リ
ン
が

安
く
な
っ
た
と
し
て
も
そ
の
先
の
暮
ら
し
の
安
心
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
」
と
、
高
速

道
路
な
ど
の
建
設
促
進
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
暮
ら

し
に
身
近
な
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
確
保
に
も
陰
り
が

出
そ
う
、
と
の
不
安
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

　
大
会
最
後
に
は
、
政
府
ほ
か
国
の
関
係
機
関
に
、

平
成
20
年
度
以
降
も
道
路
特
定
財
源
を
確
保
し
た
上

で
、
地
方
へ
の
道
路
整
備
を
確
実
に
行
う
旨
を
求
め

る
決
議
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
、
参
加
者
全
員
で

の
「
頑
張
ろ
う
三
唱
」
を
行
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

地
方
存
続
の
た
め
の 

　
　
　
　
道
路
整
備
が
喫
緊
課
題 

暮
ら
し
の
安
心
、 

　
　
　
　
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
陰
り 


